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1.1.  試験試料の作成

　試験試料は、ドライトナー印刷機メーカー４社の代表的機種により、

ドライトナー印刷物８種（４機種×用紙２種：トナーA～D）と、比較

対照用のオフセット印刷（用紙２種）とした。用紙は上質紙・塗工紙の

２種。試料の印刷図柄は、平成 23･24 年度と同一の「枚葉印刷用ジャ

パンカラー2007」のテストチャートを使用した。

1.2. 試験方法

　リサイクル適性の評価をしやすくするため、ダートの有無の差がはっき

り検出できるよう、白紙を混入せず試料100％を投入した。試験で得

られた手すき紙の評価は、①粗大きょう雑物個数（0.3 mm²／個以上）、

②ダート面積（0.04 mm²／個以上の合計）、③白色度、④ L*値、⑤

a*値、⑥ b*値の評価指標で行った。試験の方法は、前年の方法に富

士工業技術支援センターによる事前検証を行い、試験手順の細かい

点を追加、標準化し、実施した。

1.3. 試験結果

　試験結果の一覧を図表 1に

示す（表中、A・B・C・Dは印

刷機メーカーを示す）。

1.4. 試験結果の評価

（1）標準試験法について

　平成 25 年度の試験法に基

づき、実務的見地から富士工

業技術支援センターにおいて必

要な手直し・定義の明確化等を

行い、標準試験法を確定した。

（2）評価基準

　WGにおいて、全サンプルに

ついて目視・測定数値の検討を

行った結果、古紙中への混入

は問題ないとの結論を得た。今

回の試験結果と同等のものと

判断するための評価基準として

は、「0.3 mm²以上の粗大きょう

雑物が検出されず、0.04 mm²

　日本印刷産業連合会は、公益社団法人古紙再生促進センターと共同で、リサイクル対応型紙製商品開発促進対策調査事業
を行い、このほど調査結果の報告書がまとまった。本事業は雑誌等における古紙リサイクルを阻害しない資材の使用の普及と、
各資材のリサイクル適性ランクリスト作成のための確認試験及び標準試験法の確立を行っている。
　本年度はデジタル印刷物のうちドライトナー方式の標準試験法の確立と、インクジェット方式のリサイクル適性簡易評価方法
提案の成果を得た。

以上のダート面積の測定値（換算値）が 100 mm²/ ㎡未満であること」

とする案が得られた。

（3）有効な試料の判断条件について

　印刷物としての試料の同質性の観点から、試料の図柄として使用す

る「枚葉印刷用ジャパンカラー2007」チャートについては、標準印刷

色が定められていることから、これを参考に、標準印刷色の濃度を下

回らないように試料が作成されることを推奨する。

（4）リサイクル適性の適用範囲について

　試験結果に基づくリサイクル適性評価の適用範囲は、「試験に供さ

れた試料を作成したドライトナー印刷機と、トナーの成分、及びトナー

の定着温度が、リサイクル適性に関して同等以上」とみなせる範囲とす

るのが妥当とした。

1.5. 結論

　平成 24～25 年度にかけて実施した一連の試験を通じて、ドライト

ナー印刷物のリサイクル適性を評価するための標準試験法・評価基準

の案を得ることができた。また、この標準試験法・評価基準の案を満

１．ドライトナー印刷物の脱インキ試験結果
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図表 1　平成25年度ドライトナー印刷物の試験結果一覧
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2.1.  試験試料の作成
　インクジェット印刷物は水性顔料インキを対象とし、試料は、商業用

印刷を想定した枚葉印刷のインクジェット印刷物６種（３機種×用紙２種：

枚葉インクジェットA～C）、枚葉印刷の比較対照用のオフセット印刷２

種（用紙２種）、データプリント（帳票等）を想定した巻取印刷のインク

ジェット印刷物３種（３機種×用紙１種：輪転インクジェットA～C）、計

11種類とした。印刷図柄はドライトナー試験と同一のものを使用した。

2.2. 試験方法

　試料はドライトナーと同様試料100%を投入。試験で得られた手す

き紙の評価は、①粗大きょう雑物個数（0.3 mm²／個以上）、②ダート

面積（0.04 mm²／個以上の合計）、③白色度、④L*値、⑤ a*値、⑥

b*値の評価指標で行うとともに、ろ液（白水）の着色度についても目視

による評価を行った。試験方法は、ドライトナーの試験方法に「漂白」

工程を加えたもので行った。

たすドライトナー印刷物については、古紙中への混入は問題ないとの

結論を得た。

　このため、平成 25 年度検討結果にもとづき、ドライトナー印刷物の

標準試験法を確定した。また、印刷物資材リサイクル適性ランクリスト

に反映するためのリサイクル適性評価基準の検討を行うことが可能とな

った。

2.3. 試験結果
　試験結果の一覧を図表２に示す（表中、A・B・Cは印刷機メーカー

を示すが、枚葉と巻取のアルファベットは同じメーカーを示すものでは

ない）。

2.4. 試験結果の評価

　各評価指標（ダート面積、白色度、L*a*b*値）の数値、ろ液の着色

状況の評価結果からみて、オフセット印刷物試料と同等と評価できる

インクジェット印刷物試料は１点（枚葉インクジェットB（上質紙））のみ

であった。ただし、この試料も上質紙とコート紙でダート面積、白色度、

明度、ろ液の着色の傾向が異なっていた。

　また、ドライトナー印刷物に比べて、インクジェット試料間の各評価指

標の数値はばらつきが大きい傾向が認められた。ろ液の着色状況は

各試料とも上質紙とコート紙で傾向が異なった。

　現時点では、水性顔料インクジェット印刷物のリサイクル適性に関し

て、各印刷機メーカー間のインクの特性等による差異が大きく、リサイク

ル適性改良の技術的方向性も異なると考えられる。このため、WGに

おいて、各印刷機メーカーにおけるリサイクル適性改良の目安として、簡

易な実験資機材と評価項目からなる簡易評価方法が提案された。

2.5. 結論

　平成24～25 年度にかけて本事業において実施した一連の試験を

通じて、インクジェット印刷物のうち、水性顔料インクジェットによる印刷

物の中には、古紙中への混入に問題ない可能性があるものがあること

が見出された。

　　 しかしながら、染料系も含め多

くの試料でろ液の顕著な着色が認

められ、実工程で循環利用される

白水への影響が懸念されることか

ら、この点についての改良が必要

である。

　　 標準試験法の確立に向けては、

今回の試験法をベースに、漂白工

程の必要性等の検証を行うことも

必要である。

　 各印刷機メーカーにおけるリサイ

クル適性改良の目安として提案さ

れた簡易評価方法を活用した水

性顔料インクのリサイクル適性改良

が進められることが期待される。

2.  インクジェット印刷物の脱インキ試験

図表 2　平成25年度インクジェット印刷物の試験結果一覧
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